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ClassNKは、ガイドラインに基づいた計算プログ
ラムを作成し、配布しています。このプログラム
により、容易に最適な軸受けの位置を定めること
ができます。

このガイドラインに基づき軸系アライメントに関する規則及び検査要領が定められています。

近年船舶の大型化及び低回転化に伴い軸系の剛性が増していることに
対し、船体は大型化などによって軟らかくなっているといわれています。
これが原因と考えられ、極少数ではありますが、近年オイルタンカーや
バルクキャリアのような喫水差の大きい船舶に搭載の主軸受損傷が報告
されています。そこで、長年蓄積された経験及び最新の研究成果を反映
させ、「軸系アライメント設計指針」を作成しました。このガイドライン
により最適な軸受けの位置を定めることができます。

主な特徴
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次の最も高応力が生じる領域の応力を計算し、クランク軸の
強度評価を行うことができます。
◇クランクピンと腕との間のすみ肉部
◇ジャーナルと腕との間のすみ肉部
◇クランクピンに空けられる油穴の出口部
組立型クランク軸においては、焼き嵌め部の強度評価も行います。

これまでのClassNKの経験の蓄積である
鋼船規則の規定に従った計算及び評価が
行われることから、信頼性の高い評価が
可能です。
NK船以外の船に搭載されるディーゼル
機関のクランク軸に対しても、第三者として
強度評価のニーズがあり、このサービスが
利用されています。なお、NK船に搭載の
ディーゼル機関の場合、同様の評価が図面
審査の段階で行われます。

主な特徴



PrimeShip-CRANKを利用するには、利用申込みが必要です。申込み先は機関部です。

クランク軸の強度が鋼船規則D編2章を満足していることを確認し、鑑定書の発行を行います。

鋼船規則および同検査要領のD編2章ディーゼル機関を評価基準としています。鋼船規則D編2.3の
簡易式による評価、また、より詳細な計算が要求される鋼船規則検査要領「附属書D2.3.1-2.（1）
クランク軸応力の計算に関する検査要領1」、及び「附属書D2.3.1-2.（2）クランク軸応力の計算に
関する検査要領2」に従った評価が行われます。
なお、「附属書D2.3.1-2.（2）クランク応力の計算に関する検査要領2」はIACS UR M53と同等です。
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これまでのClassNKの経験の蓄積で
ある鋼船規則を評価基準としており、
信頼性の高い評価基準により評価が
行われます。
設計段階でのねじり振動の評価、プロ
ペラの新替えなど軸系改造時のねじり
振動の評価などに利用され、ねじり振動
に起因する損傷の未然防止に役立ち
ます。

主な特徴
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計算結果を元にバラスト水や燃料油の移送、瀬取りなどサルベージを補佐する対策を助言します。
また、サルベージ後も、修理地まで回航するための十分な復原性と残存縦強度を有しているかを
助言します。

主な特徴
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PrimeShip-ETASは、米国に入港する油タンカーにOPA90で要求されるVessel Response Planの
要件に対応しています。
MARPOL 73/78条約付属書Iで5,000DWT以上の油タンカーに要求されるShore-based Computer
Programsに適合しており、油濁防止緊急措置手引書（SOPEP）に記載される“damage stability and
damage longitudinal strength assessments”の連絡先として使用できます。



* NK船級船以外の
船舶も入力可能



NK船級船の所持に関わらず、全ての船舶管理者・所有者が使用できます。
詳細については、本会ホームページのPSC Intelligenceサイト
(http://www.classnk.or.jp/hp/ja/activities/portal/psc-intelligence.html) を参照してください。

ご利用申し込み

〒102-8567 東京都千代田区紀尾井町4-7
 E-mail: psc-intelligence@classnk.or.jp  Tel: 03-5226-2073  Fax: 03-5226-2174

 連絡先：船舶管理システム部
日本海事協会 管理センター



◇Web上でのケミカル船の貨物リスト情報提供サービス
（最新のCOF情報が閲覧可能です。）
◇ケミカル物質毎のLoading Status List提供サービス
（掲載ページ例は次ページを参照してください。）

◇ケミカル貨物データベースシステム
◇船舶のデータベースシステム（構造及び艤装品）
◇ケミカル物質適合判定機能プログラム
（これらのデータは、最新のIBC Codeに対応済みです。）

PrimeShip-CHEMISYSは、設計者用の各船舶/タンクの各貨物に対する積載の可否を判定する
機能を有したシステム（Microsoft Office Accessベース）及び船舶管理者用の各船舶/タンクに
対する貨物積載可否の現状をWeb上で閲覧できるサービスを有しており、ケミカル船の設計及び
運航を支援するツールとして造船所、設計会社及び船主/船舶運航者に幅広く利用されています。

主な特徴



■CHEMISYS[造船所/設計会社用]：Microsoft Office Access 2010インストール済PC
■CHEMISYS[船主/船舶管理会社]：Microsoft Internet Explorer ver.9インストール済PC
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◇船級協会が提供するCAP（Condition Assessment Program）は、船体の状態評価システムと
して世界的なデファクトスタンダードとなっており、15歳以上のタンカーの傭船に対しオイル
メジャーより要求されます。
◇PrimeShip-CAPは、船上検査結果をもとに船舶の状態を4段階でレベル付けし、証明書及び
詳細報告書の発行を行います。
◇PrimeShip-CAP報告書は、レベル付けを行った詳細な記述、それを証明する写真及び板厚計測
結果による解析から編成され、特に申請者によるメンテナンス（補修工事）を評価するとともに、
損傷履歴、疲労強度評価結果及び検査時の状態により、今後の検査注意箇所等を提示します。
◇PrimeShip-CAPレベル2以上の取得により、船舶の良いメンテナンスの証明となり、傭船等を
有利にできます。

主な特徴
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船級承認用図表の印刷

出力図の確認

解析結果の表出力

試運転時計測項目の入力

試運転の実施

①計算内容の詳細
②潮流曲線
③速力-回転数曲線
④速力-馬力曲線

出力部

①風、波浪、海水温度・密度
による抵抗増加の修正

②潮流修正
③排水量補正
④浅水補正

解析内容

◇試運転時の各条件
◇主要目や自航要素
◇試運転における計測項目等

入力項目

ソフトウェア構成

PrimeShip-GREEN/ProSTA ver.ISOは、海上試運転時の速力
試験において、ISO15016:2015に定める方法に基づき、外乱
（風、波浪、潮流、浅水、排水量、海水温度・密度）の影響に
関して船速補正を行い、エネルギー効率設計指標（EEDI）の
計算に用いる速力（Vref）を求めるためのソフトウェアです。

◆試運転時速力馬力性能推定に関する国際規格
ISO15016:2015に準拠した解析方法

◆初めての方にも使いやすいユーザーフレンドリー
なインターフェース

◆透明性の高い詳細な計算内容出力機能
◆船級承認用出力図の自動作成

主な特徴

速力試験解析ソフト

GREEN/
ProSTAver.ISO



Vrefの算出

 風、波浪、潮流、浅水影響、
排水量、海水温度・密度  
に関する船速補正
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ソフトウェアハードウェア

・NET Framework 4.5.2 以上
・Windows 7 SP1以上Microsoft Windowsの印刷機能が使えること

PrimeShip-GREEN/ProSTA 動作環境

◇解析後の船速を基に、EEDIの計算に使用する船速Vrefの算出が可能です。
◇EEDI船速Vrefとは、天候が平穏かつ無風・無波を前提としたときの、EEDIコンディションの積載
状態＊における75%MCR時の速力を意味します。
＊ EEDIコンディション ： コンテナ船は70%DWT喫水、コンテナ船以外は夏期満載喫水

◇海上公試においてEEDIコンディションで速力試験ができない場合、以下の手順でVrefを推定します。
①水槽試験によりEEDIコンディションと海上公試条件の2本のパワーカーブを推定。
②海上公試で得られた船速と水槽試験結果から見積もった速力との差異を考慮して、水槽試験
結果から見積もったEEDIコンディションでの速力を用いてVrefを決定。

EEDI船速Vrefを算出可



船級承認用図表の印刷

出力図の確認

解析結果の表出力

試運転時計測項目の入力

試運転の実施

①計算内容の詳細
②潮流曲線
③速力-回転数曲線
④速力-馬力曲線

①風、波浪、海水温度・密度
による抵抗増加の修正

②潮流修正
③排水量補正
④浅水補正

解析内容

◇試運転時の各条件
◇主要目や自航要素
◇試運転における計測項目等

入力項目

ソフトウェア構成

出力部

PrimeShip-GREEN/ProSTA ver.ITTCは、海上試運転時の速力
試験において、2017年版ITTCガイドラインに定める方法に基づき、
外乱（風、波浪、潮流、浅水、排水量、海水温度・密度）の影響に
関して船速補正を行い、エネルギー効率設計指標（EEDI）の
計算に用いる速力（Vref）を求めるためのソフトウェアです。

◆試運転時速力馬力性能推定に関する2017年版
ITTCガイドライン  ( ITTC  Recommended 
Procedures and Guidelines 7.5-04-01-01.1 
Preparation, Conduct and Analysis of Speed/
Power Trials; 2017) に準拠した解析方法

◆初めての方にも使いやすいユーザーフレンドリー
なインターフェース

◆透明性の高い詳細な計算内容出力機能
◆船級承認用出力図の自動作成

主な特徴

速力試験解析ソフト

GREEN/
ProSTAver.ITTC



Vrefの算出

 風、波浪、潮流、浅水影響、
排水量、海水温度・密度  
に関する船速補正
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・NET Framework 4.5.2 以上
・Windows 7 SP1以上Microsoft Windowsの印刷機能が使えること

ソフトウェアハードウェア

PrimeShip-GREEN/ProSTA 動作環境

◇解析後の船速を基に、EEDIの計算に使用する船速Vrefの算出が可能です。
◇EEDI船速Vrefとは、天候が平穏かつ無風・無波を前提としたときの、EEDIコンディションの積載
状態＊における75%MCR時の速力を意味します。
＊ EEDIコンディション ： コンテナ船は70%DWT喫水、コンテナ船以外は夏期満載喫水

◇海上公試においてEEDIコンディションで速力試験ができない場合、以下の手順でVrefを推定します。
①水槽試験によりEEDIコンディションと海上公試条件の2本のパワーカーブを推定。
②海上公試で得られた船速と水槽試験結果から見積もった速力との差異を考慮して、水槽試験
結果から見積もったEEDIコンディションでの速力を用いてVrefを決定。

EEDI船速Vrefを算出可



◇ガイドラインの評価法Level 2の評価
が可能。

◇船舶が向波・向風の条件下において
特定の前進速力で移動できるだけの
推進出力を搭載していれば、全方位から
の風浪条件で針路を維持できるという
仮定に基づいた評価法。評価には自航
要素、風圧抵抗、波浪中抵抗増加等の
値が必要。

◇風圧抵抗及び波浪中抵抗増加が最大と
なる点で評価を行うことで、一目で要件
の達成可否が確認可能。

主な特徴

◆最低推進出力評価ガイドライン（MEPC.1 /
Circ.850 /Rev.3）に規定された方法に従って、
荒天下における最低推進出力を容易に評価可能

◆Microsoft Excel上でスタンドアローンに動作
◆初めての方にも使いやすいユーザーフレンドリー
なインターフェース

◆船級承認用出力図の自動作成

本ソフトは、IMOのMEPC.1/Circ.850/Rev.3 “GUIDELINES 
FOR DETERMINING MINIMUM PROPULSION POWER 
TO MAINTAIN THE MANOEUVRABILITY OF SHIPS IN 
ADVERSE CONDITIONS”（荒天下における操縦性を維持する
ための最低推進出力評価に関するガイドライン）に規定された
方法に従って、20,000DWT以上のばら積み貨物船、タンカー
又は兼用船の荒天下における最低推進出力評価を行うための
ソフトウェアです。
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OS:  Windows 10 (64bit)
Office: Microsoft Excel 2016, 2019 (64bit, 32bit)

ソフトウェア

Microsoft Windowsの印刷機能が使えること

ハードウェア

◇評価結果及びグラフ
◇評価結果の印刷

以下の解析オプションが選択可能。
◇自航要素について
①水槽試験結果
②実験式
◇風圧抵抗について
①風洞試験結果
②藤原の式（ITTC 7.5-04-01-01.1:F.4）
③ITTC データセット
（ITTC 7.5-04-01-01.1:F.3）

◇波浪中抵抗増加について
①水槽試験結果
②簡易算式

◇船種、主要目
◇自航要素
◇水面上船体正面風圧面積、側面風圧面積
◇プロペラ単独特性
◇主機製造者から提供されたLoad diagram
◇短波頂不規則波中波浪中抵抗増加 等



PrimeShip-GREEN/SRMにより、造船所から寄せられる材料宣誓書（MD）及び供給者適合宣言
（SDoC）調査依頼への対応を一元管理することが可能です。また、MD情報を公開するMDライブラリ
機能や従来のMD作成ツールから作成したMD情報の流用機能も備えています。

PrimeShip-GREEN/SRMに調達品と供給者の情報を入力し、調査依頼を実施することでMD及び
SDoCを容易に入手することが可能です。収集したMDの内、有害物質を含有している機器等の
設置箇所を入力するだけで、インベントリが作成されます。MDデータをインベントリに書き写す
手間を省き、設置箇所ごとの有害物質の含有量の計算なども全て自動で行われ、正確なデータ
集計が可能です。

これまで提供してきたクライアント/ サーバー方式のインベントリ作成ソフトウェア
PrimeShip-INVENTORYのWeb版としてPrimeShip-GREEN/SRMを開発しました。Web環境の
利点を活かし、更なる利便性の向上を実現しています。

【造船所に対して】

【メーカーに対して】

主な特徴
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